
　東京医科歯科大学に附置されている生体材料工学研究所は、自らが育て上げた新規
研究をもとに、歯科を含めた医療の現場で役立つ物質、材料、機器を社会に提供する
役割を担っています。様々な疾患の治療に研究成果を役立てることが究極的な使命で
あり、臨床応用されて初めて目的が達成されるともいえます。しかしながら、研究所単
独では目的の達成が難しいことも事実です。そこで欠かせないのが、臨床サイドとの共
同研究であり企業との共同開発です。
　生体材料工学研究所は、その60年の歴史の中で多くの成果を上げてきました。研究
所を中核として多くの人たちがつながり、それぞれの問題を解決すべく考え、行動して
新しい技術をつくり上げたのです。ここでは社会にインパクトを与えたものとして、歯科
用接着材、ハイドロキシアパタイト、チタン合金、MPCポリマーを取り上げ、これらに
まつわる研究、臨床、製品開発に携わった方たちの当時の証言を記録いたしました。
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――生材研の研究成果が、
　　いかにして臨床応用されたのか――
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た。また、革新的な人工臓器の開発に対する社会的な要
請も大きくなってきた。このような要請に応じるため、本研
究所は1999（平成11）年4月1日に「生体に適用する物質・
材料及びシステムに関する学理及びその応用研究」を目的と
し、機能分子、素材、システムの3 研究部門からなる「生体材
料工学研究所」に改組された。
　従来の部門はこれらの研究部門を構成する分野に移行
したが、金属材料部門、無機材料部門、有機材料部門は
それぞれ金属材料分野、無機材料分野、有機材料分野の
名称で素材研究部門を構成し、精密機械部門、電気機器
部門、計測機器部門、制御機器部門はそれぞれ機械分野、
情報分野、計測分野、制御分野としてシステム研究部門を
構成した。化学部門と生理活性部門はそれぞれ分子設計
分野と分子認識分野として、そして生体機能材料部門は分
子制御分野として機能分子研究部門を構成した。さらに新
しく生体システム分野が設置されシステム研究部門に、ま
た客員教員からなるバイオセンサー分野と生体材料物性分
野はそれぞれ機能分子研究部門、素材研究部門に設置さ
れ、本研究所は計13分野（うち2客員分野）で構成されるこ
ととなった。

　その後2003（平成15）年4月には、本学に大学院疾患生
命科学研究部および大学院生命情報科学教育部が設置さ
れた。本研究所からも教員が異動して、疾患生命科学研
究部として遺伝子化学分野、メディシナルケミストリー分野、
および生命システムモデリング分野が発足した。翌 2004

（平成16）年4月には国立大学が法人化されることとなり、
本学も国立大学法人東京医科歯科大学に移行した。2005

（平成17）年に機械分野はバイオデザイン分野に、2009（平
成21）年に分子認識分野はメディシナルケミストリー分野に
改称された。さらには、同年に研究所の建物の大規模耐
震改修が行われた。
　このように生体材料工学研究所は、「生体に適用する物
質・材料及びシステムに関する学理及びその応用研究」を目
的として、生体機能の維持・制御にかかわる生体機能分子
を創製する機能分子研究部門、医療材料や生体機能の代
替材料を創造し人工臓器などの機能向上に資する素材研
究部門、生体システムの解明とともに生体材料との複合シ
ステムである人工臓器など医用機器の開発を行うシステム
研究部門の3 研究部門において、分子、素材、システムに
わたる生体材料工学の研究を推進している。
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